


一人一人の子どもを徹底的に大切にする 
京都市教育の伝統を踏まえて

京都市教育学講座 京都市立学校実地研修授業実践講座 フィールドワーク

●京都市の教育実践に関する講座
全体会では、講義やパネルディスカッション、ロールプレイングなど
様々な形式で実施し、教師に求められる資質や指導力を育成しま
す。先輩教員の教職への熱い思いや保護者の声なども聴けます。

●学びを深める少人数でのグループ協議
分散会ではグループアドバイザーの助言を受けながら仲間と交流
します。学びが広がり深まることで目指す教師像が具体化します。

●特別講座（映像配信による受講）
喫緊の教育課題について学びます。

●子どもから学ぶ
朝の挨拶から、授業や休み時間、放課後の部活動など、様 な々教育
活動に参加します。学年や教科にかかわらず、多くの子どもたちと触
れ合い、一人一人の声や表情、行動などから子ども理解を深めます。

●教職員から学ぶ
子どもへの適切な支援方法をはじめ、授業づくりや学級経営、教
職員間や家庭との連携の大切さなどを学びます。疑問に思うこと
があれば、担当の先生以外にも様々な立場の教職員に質問でき
ます。校種や日程は希望に沿って調整できます。

●学習指導案の作成と模擬授業演習
教科等のエキスパートである指導主事から直接、指導案作成
や授業について的確なアドバイスをもらえる大変貴重な講座で
す。自分が希望する校種（教科）・職種が選べます。

●「カリキュラム開発支援センター」を利用
２万点を超える学習指導案や豊富な教育実践資料の閲覧、教育
図書の貸出等ができます。授業づくりだけでなく学級経営、生徒
指導などの参考にもできます。

●教育施設での学び
京都まなびの街生き方探究館、学校歴史博物館、青少年科学
センター、花背山の家など、実際に子どもたちが学ぶ京都市教育
委員会の教育施設で見学や体験ができます。

●学校現場での学び
学校訪問をして、京都教師塾を卒塾して京都市教員として活躍
する先輩の授業を参観し、学級経営や授業づくりについて学びま
す。研究発表会などの現職の教員向けの研修にも参加できます。

京都市の教育実践に
ついての講義や
グループ協議で
教師力アップ。

授業づくりの
基礎を学べる
模擬授業の演習。

 「先生の１日」を
実際の学校現場で
体験。

京都市ならではの
体験を、
100を超える
メニューから選択。

　京都教師塾では、「一人一人の子どもを徹底的に大切にする」という京都市の教育理念のもと、５つの
観点＜体感・自覚・理解・探究・哲学＞を大切に、京都市の優れた教育実践や様々な教育課題への対応
等を学ぶことができます。塾生同士で切磋琢磨し、子どもたちや社会から信頼され、急速な社会変化
にも柔軟な発想で対応できる「学び続ける教師」を目指してください。京都教師塾は、教師という目標に
向かって全力で取り組む皆さんを全面的に支援します。

コメントは第19期卒塾生アンケートより

京都教師塾 塾長

佐藤 卓也 （元京都市総合教育センター所長・元京都市立中学校長）

京都教師塾

1

つの柱 「京都教師塾」では、4つ の柱を通じ て、教 師として求められている資 質 や 実 践 的 指 導力を育 成します。

あなたの『やりたい』『やりたい』を応援します！

● これまでに約６,０００名が学び、全国で活躍中！
● 京都市立学校の全教員のうち、約４分の１（約1,500名）が卒塾生です！（令和７年４月現在）

校種・職種別必修3回共通必修5回 必修2回 2回以上選択特別講座2回・選択制 ５日間 （11月〜2月の期間中） （10月〜2月の期間中）

様々な立場の方から、

学校現場の話などを聴

くことができ、教師とし

ての心構えができた。

一日を過ごす中で、全ての

教職員が連携する大切さ

を実感した。

保護者の方の話を聴き、子どもの

成長を願う気持ちは同じであり、

「先生と協力したい」という思い

がわかり、安心した。

学習指導案の書き方や授

業の組み立て方について

理解が深まった。

5日間で多くの学年と関わ

り、たくさんの学びを得

ることができた。まずは

教育実習で活かしたい。

他の塾生の授業を観ること

で、自分の授業を客観的に振

り返ることができた。

初めての学校現場で不安

だったが、徐々に子どもた

ちと関係を築くことができ

て嬉しかった。最後は終わ

るのが寂しかった。

立ち居振る舞いまで講評

していただき、授業内容

や所作の改善方法につい

て考えることができた。

自分自身の強みと

課題を見つめ直す

ことができた。

少人数で質問がしやすく、

指導主事の先生からの丁寧

な指導も嬉しかった。他の

塾生からのコメントで自分

の強みにも気付くことがで

きた。

『先輩の授業に学ぼう』では、

子どもたちが生き生きとした授業

をするには、子ども理解と丁寧な

授業準備が大切だとわかった。

『青少年科学センター』の授業で

は、全員が「できた！」という喜び

を得られる学びを実現するために、

教材の工夫や適切な声かけ等の支援

が必要であることを学んだ。

『花背山の家』では、指導者として

意識すべきことや、子ども自身が考え・

実践することの大切さを学んだ。

分散会で塾生仲間と思いや

考えを共有できる時間はと

ても楽しく、自分の考えを深

めることができた。

学びの内容を自分の言葉で話すことで、

考えを端的に伝える力が付いた。レポート

作成では自分の考えを論理的に整理する

力が付いた。
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講義後の分散会で意見交流や全体発表をすることにより「聴く
力」や「話す力」が付き、事後のレポート作成では「書く力」が付き
ます。さらに学校管理職経験のあ
るクラス担当スタッフからの助言
やレポートへのコメント等で学び
が深まります。学習指導案の作成
や授業のポイントも教育委員会
の指導主事から直接学べます。

人前で話す力や
授業力を付けたい

フィールドワークでは、先輩教員の実際の授業を見学できます。
学校実地研修では、児童・生徒と直接関わることができ、現場の
教職員に様々な相談も
できます。また、保護者の
方から直接話を聞く講
座やロールプレイングで
体験的に学べる講座も
あります。

実践的なことを学びたい

京都教師塾のカリキュラムは、現職教員や教育委員会指導主事等の講義を踏まえたグループでの話し
合いや学校実地研修、また、京都市の教員採用選考試験内容でもある学習指導案作成、模擬授業など、
きわめて実践的な内容で行っています。
塾生同士が高め合い、教師になるための土台を築く塾ですので、京都市以外の教員志望の方も大歓迎です。

採用試験に役立てたい

クラスごとに教職経験
豊富なグループアドバイ
ザーやクラス担当スタッ
フがいます。受講方法の
相談や教職に関するこ
となど、個別に相談でき
ます。電話やメールでも
受け付けています。

いろいろと相談したい

土曜日の参加が難しい場合は、平日夜間に開催の「補講」に参加
できます。
補講にも参加できない
場合はオンラインで視聴
して学べます。フィールド
ワークや学校実地研修
は、自分の都合に合わせ
て調整できます。

忙しくても学びたい

京都市教員採用選考試験
（令和６年度実施分）

第18期生の受験合格率

約37％
（市全体は約２６%）
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